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全国のインターネット探検友の会の皆さ

ん。私がこの連載を始めてからぜ～んぜん

旅行に行けなくなってしまった互連網探検

家の村野です。探検家なのにソトに出かけ

られないぞ～、ったく……なんてボヤいて

いる場合ではない。今回は探検先がこれま

でになく複雑怪奇なのでさっそく本題に入

ることにしよう。

今月、編集部から出された目標は、「無

料で使えるお試し版ソフトを使ったホーム

ページのデザイン」挑戦。つまり最近注目

されているホームページ作成用プログラム

で、ウェブのページを作ってみようという

わけである。

実際にウェブページを作るためには、素

材となる文章や（多くの場合、GIF形式

の）画像ファイル、さらに凝ったことをや

ろうとすれば、音声ファイルや動画像ファ

イル、加えて最近話題のショックウェーブ

やJavaのアプレットが必要になる。もちろ

ん、素材を集めただけでは駄目で、こうし

た素材を組み立ててページにレイアウトし

たり、リンクを張ったりしなければならな

い。このために必要なのが「HTMLエディ

ター」と呼ばれるものなのだ。が、実はこ

れって普通のテキストエディターでもでき

てしまうんだそうである。

特別なプログラムがなくても、エディタ

ーだけでウェブのデザインができてしまうと

ころがHTMLのすごいところ……ではある

のだが、問題はこの言語の仕組みを覚える

のが面倒くさいこと。ま、プログラマーと

か呼ばれる人に言わせると「こんなもの、

プログラムでも何でもない」ということに

なるのかもしれないが、世の中よくできた

もので、こういう言語使いまくりの人に限

って、デザインセンスが超バァ～ッド（ち

ょっと偏見）。

というわけ……かどうかは知らないが、

プログラミングは面倒だけど、楽してちょ

っとおシャレーなウェブページを作りたいと

いう人のために作られたのが、今回紹介す

るウェブデザインソフトウェアなのである。

無
料
ソ
フ
ト
、

ペ
ー
ジ
ミ
ル
2.0
β
版
で

探
検
隊
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
っ
て
み
た
が
…

【インターネット探検隊】 隊長●村野幸夫　

PageMill2.0β版編

ホームページ作成ソフトがあれば、HTMLを覚えな
くても大丈夫？

HTMLエディター：HTMLが書けなくても、見たままにホームページ
を作成できるソフト。本誌CD-ROMに収録されているものでは、

ホームページビルダー体験版（WIN→BUILDER）

BooStar（WIN→BOOSTAR）

golive pro（Mac→Golive）など。

illustrator : Kaori Takahashi
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お試し版には使用期限や機能の制限がいろいろとつ
いている。
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隊長自らこのコーナーのホームページ作成に挑戦。

いろんなソフトを
ちょっとチェックね

さて、付録のCD-ROMの中にも入って

いるように、最近はいろんなウェブデザイ

ンのためのソフトが出ている。とりあえず

試しに無料で使えるものを先月号の付録小

冊子で見てみると、HTMLエディターのう

ちウィンドウズとマッキントッシュの両方で

使えるものとして「こざいくWebDesigner」

と「HotTMetal Free2.0」がある。そこで、

とっかかりとしてこの2つからチェックして

みることにした。

まず、いかにもチープなシャレで命名し

てしまったんではないかと思われる「こざ

いく」のほうは、なんと製品版が198,000

円という今時めずらしいバブル値段。これ

をタダで試してみれるんだからラッキー！と

思って使い始めたものの、おいしい話には

裏がある。実はこのお試し版には、一度に

連続して使える時間が8分以内という制限

が付いていて、こいつが1分ごとに、「あと

何分で終了します」というダイアログを出

してくる。ったく、ウッせいったらありゃ

しない。

こっちとしてはソフトがどういうふうに使

えるのかを理解しようとするんだが、その

度にイライラさせられて、ぜぇ～んぜん使

う気にはなれない。こんなことを言うのも

変だが、これってマーケティング的にもあ

まりよい効果を生まないんじゃないかと心

配してしまうほどである。

もう1つの「HotTMetal」のほうは、

HTML言語の中に埋め込む何種類もの

「タグ」をツールバーから選んでドロップし

ていくと、最終的に立派なウェブページが

デザインできるというもの。しかし、これ

ってパレットにタグがあらかじめ用意され

ているエディターにすぎないので（と言っ

ても、タグの表示／非表示で結果がすぐに

確認できるので便利ではある）、HTML言

語の何たるかを理解していないと使えない。

ちょっと古い言い方になるけれど、もっ

とWYSIWYG、つまり見たままでウェブペ

ージがデザインできるようなプログラムはな

いものか、と探していたら、かの有名なア

ドビ社のウェブ（http://www.adobe.

com/prodindex/pagemill/main.html）で

「PageMill」というウェブページデザイン用

ソフトのβ版がダウンロードできるという

耳寄りな情報を聞き込んだ。そこで今回は

これをダウンロードして試してみることにす

る。

PageMill 2.0をウェブから
ダウンロード

ところで、ウェブページを作るのはいい

が、どんなものでもいいというわけにはいか

ない。私の美的才能を披露するとなると、

途端にギャラが跳ね上がって編集部には払

えそうもない（？）。かといって、安直に

簡単なものを作ってしまったのでは全国の

探検友の会の会員に申し開きができない…

…。う～んと考えた末、今回は、デザイン

センスのよさで業界関係者も注目！のここ

のページを作ってみることにした（297ペー

ジ図4参照）。

そこで、まずはこのページの構造と要素

を考えてみると、一番上にあるジグザグの

飾り線（1）、さらにその下に「【インター

ネット探検隊】隊長●村野幸夫」という

文字（2）が入る。

さて、その下。ここのスペースには写真

をバックにした私と猫のイラスト（3）、そ

の左には縦組みの文字が5列（4）。

これらのブロックの下に、左側に「カラ

ーザウルス編」という文字の入ったプレー

ト（5）があり、その下にイラストとその

説明が1つ（6）。この右側には2本の文章

ブロックがある（7）。

どうやらこの形をそのまま実現するため

には、よく見かける、横に文章がずら～っ

と流れて、それが下まで数本並ぶというウ

先月号の付録小冊子：インターネットマガジン11月号付録小冊子「ホ
ームページ作成ツールガイド」のこと。

こざいくWeb Designer：本誌CD-ROM収録先Mac→こざいくお試
し版。

HotMetal Free2.0：本誌CD-ROM収録先Mac→Hotmetal。

WYSIWYG：ユーザーインターフェイスの基本概念で、ディスプレイ
上で見たままのものがえられるという意味。What you see is what you
getの略。
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ェブのデザインでは駄目で、「表組み」ある

いは「テーブル」と呼ばれるブロックを作

って、その中に素材を入れていく必要があ

るようだ。

だいたいの目安がついたところで、素材

となる画像ファイルやイラストを取り寄せ

てくれるように編集部に頼んで、こちらは

ダウンロードした「PageMill」を試してみ

ることにする。

日本語が駄目だ！
が、救いはある？

ダウンロードしたファイルを解凍すると、

「Readme」フォルダーに「Readme.html」

というファイルが入っている。これをダブ

ルクリックするとPageMillのアプリケーシ

ョン内でHTML化された説明書を読むこと

ができる……のだが、当然これはぜんぶ英

語。とりあえず斜め読みしてみると、どう

やら右端のアイコンをクリックすることで、

ブラウズモードと編集モードが切り替えら

れるらしい（図1）。

編集モードに切り替えても画面上にはな

んの変化も起こらない。しかし「Edit」メ

ニューから「HTMLSource」を選択する

と、文字だらけの画面が出てくる。実はこ

れがHTMLで書いたブラウズ画面のファイ

ルというわけだ。

さて元の作成画面に戻り、ツールバーの

上をマウスでトレースすると、アイコンの

左の部分に各ツールの名称が表示される。

文字に関してはボールド、斜体、等幅、

色、フォントサイズの指定、左寄せ、セン

タリング、右寄せ、オブジェクトの上付き、

下付きなど、さらにオブジェクトやライン、

チェックボックス、ラジオボタン、文字フ

ィールド、パスワード、プルダウンメニュ

ーなどの挿入ボタンが並んでいるが、最後

のところに格子状のアイコンがある。これ

がテーブル作成のアイコンだ。

先ほどこの記事のページを解析したよう

に、今回はこれをうまく使って画面を構成

することになる……のだが、その前にちょ

っとした問題に出くわした。

実は新規作成を選んで、新しい画面で日

本語を入力しようとしたところ、英語版の

ソフトにありがちな変な文字が出てしまう

のである。ま、このおかげで多くの英語ソ

フトウェアは日本語化されるまで待つこと

になるのだが、実は先ほども書いたように

HTMLのファイルはふつうのエディターで

簡単に手を入れることができる。だったら、

まずは英語で適当なファイルを作ってしま

い、それを普通の日本語が使えるエディタ

ーで開いて、英語のテキスト部分を日本語

に置き換えてしまえばいいのだ。

というわけで、見たものそのままでウェ

ブページがデザインできる「WYSIWYG」

とはいかないが、とりあえず全体の“入れ

物”のデザインを作ることにしよう。

最初はテーブルの割り付け
からスタート

編集部からもらった素材は、ジグザグの

飾り線（giza-ok.gif）、写真（MainPhoto.

gif）とイラスト（Illust-1.gif）である。これ

を同じフォルダーに入れておいて、まずは

「PageMill」のファイルメニューから「新

規」を選び、新しいページを開いてデザイ

ンの開始だ。

さて、本当はあとから気づいたのだが、

この段階でやっておいたほうがよいことが

ある。ウェブを見ている人なら当然気がつ

いているとは思うが、ウェブブラウザーと

いうのはモニターの画面サイズに応じて広

くもできるし、狭くもできる。しかし、何

か基準になるような大きさを設けておくほ

うが画面のデザインはやりやすい。そこで、

今回は14インチモニターのサイズに合わせ

て画面を設計することにして、画面の左右

のピクセル数を580に決めてしまうことにす

る（ちなみに17インチだと780）。

インターネット
探検隊

図1：PageMillの作成画面（上）とブラ
ウズ画面（下）。

ReadMeは当然英語で書かれているっ！
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図2：Photoshopでピクセル数を変えているところ。
本誌CD-ROMに収録されている以下のソフトでも
変換ができる。
Gif Construction Set Ver1.0N（WIN→GIFCONST）
Graphic Converter Ver2.5（Mac→Graphic Converter
2.5）

画像を小さくするにはグラフィックツールで画像解
像度を変えておこう。

とりあえず作成画面を適当なサイズにし

て、ツールボックスの「Insert Horizontal

Rule」ボタンを押して線を引く。次に

「Wind ow」プルダウンメニューから

「ShowInspector」を選択するとパレット

が開き、ここにラインの幅が表示されるは

ずだ。右側のボタンをクリックして「Pixels」

にすれば、ラインのピクセル数が分かるの

で、ここに「580」よりちょっと小さい数

字を入れ、作成画面に戻ってウィンドウサ

イズをこのラインの幅に合わせればいい。

さて本題に戻って、ページの最上部にあ

るジグザグの飾り線だ。

「PlaceObject」ボタンを押すと、自動的

にファインダーからどの画像ファイルを置

くのか聞いてくるので、さきほどの「giza-

ok.gif」を選択してやると……作成画面に

ドカンと（音はしないが）ジグザグの飾り

線が表示される。

問題はこの飾り線の幅と画面の幅が合わ

ないこと。本当は専用のライン画像だと問

題はないのだが……。

そこで、この画像ファイルを「Photoshop」

で開き、「画像サイズの変更」で左右のピク

セル数を580に指定し、セーブ。これで本

番用の「giza-ok.gif」の出来上がりだ。

次に入力しておかなければならないのが

「【インターネット探検隊】 隊長●村野幸

夫」という部分。ここは英語でカッコよく

（？）「Taicho」とでも入れておこう。

次に来るのが縦書き5行の見出しと写

真＆イラストが左右に分かれているブロック。

どう考えても縦書き文字を入れるのは難

しいと思われるので、この部分は画像ファ

イルを作って挿入することにする。となる

と、1行2列のテーブルを作成して、その中

に部品として、左側の列に縦書き5行の見

出しを画像ファイルにしたものを、右側に

写真＆イラストの画像ファイルを入れるこ

とになる（う～ん、なんか大したものでも

ないのに、実際にサーバーにおいてオンラ

インでアクセスした場合、ダウンロードに

時間がかかりそうな気もするが……）。

次に「カラーザウルス編」という文字の

入ったステッカーとイラスト（とその説明）、

さらに2本の文字コラムの扱いを考える。

これは１行3列のテーブルを作って、そ

の中に個々の部品を入れることにしよう。

つまり、一番左の列に、上からステッカー、

その下に「illustrator: Kaori Takahashi」

という文字、次にイラストが来て、その下

にイラストの説明が、そして最後に飾り線

が入るという具合だ。さらに、中央と右の

列にはテキストが入って、これでこのペー

ジのレイアウトはおしまい、ということにな

る。

テーブルのサイズについては、それぞれ

の枠についたアンカーポイントをドラッグす

ることで拡大できるので、画面を見ながら

調整する（もちろん、後からエディターで

HTMLファイルを開き、数字で調整するこ

ともできる）。

編集部から送ってもらった絵を
入れてみる

これで画面レイアウトの大枠はできたの

で、ここに画像を入れてみることにする。

先ほどのジグザグの飾り線と同様に、配

置する場所にカーソルを置いて次に「Place

Object」ボタンを押し、ウィンドウから目

的の画像ファイルを選ぶと作成画面にその

画像が表示される……が、なんかでかい！

仕方がないので、画像をポイントし、アン

カーポイントをドラッグしながらサイズを調

整してみるが、小さくした画像のディテー

ルはぐちゃぐちゃという惨状。これではイ

ラストレーターの高橋嬢の復讐が恐ろしい。

そこで、「Inspector」でこの画像の大き

さ（縦横のピクセル数）をチェックしてお

いて、元の画像をPhotoshopで開き、「画

像解像度」メニューでピクセル数を合わせ

る（図2）。これで実際に利用する画像ファ

イルの出来上がりだ。

アンカーポイント：ポインターを合わせてドラッグすると、自由に画像
の大きさを変えられる点のこと。
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ドラッグ＆ドロップで簡単にリンクができた。

つまり、実際のHTMLファイルに取り込

む画像ファイルのピクセル数の“あたり”

をこの作成画面で付け、次に素材の画像フ

ァイルを「Photoshop」で開いて、サイズ

を変更するのである。結構面倒だが、これ

を怠るとせっかくのきれいなイラストや写真

などがとんでもないものになってしまうんで

ある。

ダミーの英文にリンクを
張ってみた

フレームの大枠と取り込む画像ファイル

の準備ができたところで、今度は本文のテ

キストだ。この段階ではダミーの英文を入

れることになるが、ここでちょっとした工夫

をしてみることにした。

実は先月号の本文の1段目のコラムの中

に「ザウルス」という単語が出てくる。そ

こで、ここをクリックすると、ザウルスの

ホームページにリンクしてしまう仕掛けを

作るのだ。そこで真ん中のコラムのテキス

トを……

Text1-Zaurus-Text2

……という具合に書く。後で日本語エディ

ターでファイルを開き、「Text1-」の部分は

本文1段目の「ザウルス」という言葉まで

の文章で置き換え、「-Text2」の部分はそ

れ以降の1段目の文章で置き換えるという

作戦である。しかし、その前に「Zaurus」

という部分にリンクを張っておく必要があ

る。

そこで、まず「Zaurus」という文字をポ

イントし、これを「Bold」ボタンで太文字

に変える。「この文字がホットスポットです

よ～」というお知らせである。

次に「PageMill」をそのままに、新しく

Netscapeのウィンドウを開き、ザウルスの

ホームページへのリンクがあるページを開い

てやる。そしてアンカーをドラッグして、ウ

ィンドウをまたいで「PageMill」の作成画

面の中にあるこの「Zaurus」という文字に

重ねる（図3）。これだけでリンクは完成だ。

実は、本当はこれくらいエディターでや

るのが一番速いような気もするのだが、数

が多くなってくると面倒だし、こういう使

い方もある……という見本である。

一番右のコラムにも同様に「Text3」と

いう文字を入れて、これで「PageMill」で

の作業はおしまいだ。

テキストエディターで開いて
日本語文章を中に入れてみる

出来上がった「PageMill」のファイルを

「page1test.html」という名前で保存し、

次に適当な日本語テキストエディターでこ

れを開いて日本語化作業の開始だ。

エディターで開いたファイルにはいろん

な文字が並んでいるが、注目すべきポイン

トは先ほど入れておいた「Taicho」や

「Text1-」といった文字列である。ここを日

本語のテキストエディターで作った文字列

で入れ替えるのだ。ちょっと面倒ではある

が、まぁ、機械的な作業である。

この作業が終わったら、いよいよネット

スケープでこのファイルを開いてみる。と、

素晴らしい出来栄え……になっているはず

なのだが、おかし～な～。

まずは表組みをきちんと設定したはずな

のに、左右の段落で幅が違う。いろいろ聞

いてみたところ、どうやらこれは日本語特

有の問題らしい。やっぱりコラムは1本に

しておくべきなのかも知れない。

さらに画面のところどころに半角カタカ

ナの「ﾊ」という文字が入っている。う～

ん、これは何だろう？　と思ってもとの

HTMLファイルをよくよく見てみると

「&nbsp;」というワケの分からない文字列

が入っている。どう考えても納得いかない

ので、思い切ってエディターで文字列をカ

ットしてみたら、この「ﾊ」は消えてしまっ

た。ま、理由は分からないが今回はこれで

ヨシとしよう。

図3：PageMillの画面（左）とNetscapeの画面
（右）を同時に開いて、ドラッグ＆ドロップでリンク
の指定をする。

インターネット
探検隊

ホットスポット：リンクが張られている部分。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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さらに問題がもう1つ。こういうやり方で

単純にテキストを流しこんだ場合、段落の

ない形で文章が流し込まれてしまうので、

改行を入れて形を整えてやる必要がある。

というわけで、再度エディターの中で原文

の改行位置を見ながら「<BR>」という文

字列を入れ、文章を整形だ。

本当はこの調子で2ページ目、3ページ目

と作って行くことになるのだが、ページも尽

きてしまったし、実際、ここで隊長お疲れ

状態だ。そこでダミーの「page2.html」を

作って同じフォルダーの中に入れ、1ページ

目の最後の部分に

<PALIGN=RIGHT><STRONG><A HREF=

page2.html>Next Page</A></ STRONG>

という次のページに続けるリンクを張ってお

しまいにすることにした。

雑誌の誌面構成とウェブのレイ
アウトは根本的に違う？

まぁ、英語版で日本語のウェブページを

作るというハンディのせいもあって、実際に

はフレームの幅（枠線の太さや透明化）の

調整や細かな部分の手直しが必要だったが、

なんとかそれらしいページを作ることができ

た。ただ、やっていくうちに当初の目標

（つまり、雑誌の記事そのものの形にページ

を作るなんてこと）自体がヘンだったんで

はないかと思えてきたのは事実である。

たとえば、この連載記事では本文中のキ

ーワードをページの端のコラムで解説してい

たり、本文と関係した図版を文末に置くな

どしているが、そういうリンクや参照関係

というのはウェブページの場合、別のウィ

ンドウを開いたり、別のページにリンクさせ

たりできるし、これを使わない手はない。

というわけで、ウェブページのデザインと

いうのは文章の構成そのものを変えてしま

うんじゃないかな～という感想で今回の探

検を終わりたい……というより正直に言え

ば「ふぅ～う、いくらタダとは言え、やっ

ぱり疲れるな、英語版。早く日本語の通る

PageMill2.0Jが欲しいなぁ……」というの

が本心なのであった。

PageMill2.0β版がダウンロードできるサイト。
jhttp://www.adobe.com/prodindex/

pagemill/main.html

Adobe PageMill1.0J 
価格：29,800円
開発元：アドビシステムズ
問い合わせ：メディアビジ
ョン TEL 03-3222-6841

1Giza-ok.gif
一度はめ込んだ画像をウィンドウの横幅
に合うようにPhotoshopで横幅のピクセ
ル数を調節した。

2キャプションテキスト
最初は英語で入力し、日本語のエディタ
で修正。

4 Headcopy-OK.gif
ウェブでは指定できないので、Photoshop
で文字をつくり、画像としてはめ込んだ。

5 ZaurusLogo2.gif
画像として埋め込んである。

6 tanken.gif
イラストとキャプション。ここのイラスト
のピクセル数をPhotoshopなどのグラフ
ィックツールで調節しなければならない。

今回使用した画像データとページミルの書類。

A図4：今回作成したホームページ。

3MainPhoto2.gif
隊長のイラストとバックの写真をPhoto -
shopで合成。

7 2本の文字ブロック
本文を2列にするには、テーブル機能を使
う。
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